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第 大 

京都大 大学院 理 佐 藤 矩 uU 丁 - 

日本発生生物学会第 29 回大会を終えてほぼ 1 ヵ月がたちます。 天候にも恵まれて 3 日間 

の 大会を無事終了することができました。 会員の皆様の 協力を心から 感謝しております。 

①本大会の参加者は、 期日内申込者 390 名 ( 一般 238 名、 学生 152 名 ) 、 当日参加者 224 名 

で合計 614 名でした。 第 26 回大会が約 430 名、 第 27 回大会が約 540 名、 第 28 回大会が約 560 

各 ですから、 参加者は着実に 増加し、 大会がより大きくより 活発になりつつあ ることは喜 

びにたえません。 

② 3 年ほど前に江口前会長から 第 29 回大会を京都でやって 欲しいと頼まれた 時、 どう 

せ やるなら少しは 特色のあ る大会にしたいと 考え、 いくぶん無理を 承知でシンポジウムを 

計画しました。 最近はさまざまな 研究集会が開かれ、 いろいろな人の 話を聞く機会が 増え 

てはいますが、 学会に 3 日間参加したら「受精から 神経発生」くらいまでの 最近の研究成 

果 が理解できるような 会にしたいというのがその 主旨です。 そのために 3 日間にわたるシ 

ンポジウムを 企画しました。 したがって一般講演が 15 分では 3 日間ではおさまりきらず、 

やむを得ず 12 分に短縮しました。 さらにポスタ 一発表わずか 1 時間だけになりました。 ま 

た 休憩時間もほとんど 無く、 さらに司会者に 時間を厳守してくれるように ( 幾分強く ) お 

願いしたこともあ って、 議論がほとんどできなかったというご 不満の声をたくさん 耳にし 

ました。 そのことについては、 幾分お詫び り たします。 

③大会を準備する 側の一番頭の 痛いことは経費です。 昨年は藤澤大会準備委員長が 大会 

経費のために 大変骨を折られたと 聞いています。 私自身は、 「学会大会は 会員の研究の 発 

表の場であ り、 情報の交換の 場であ るはずですので、 できるだけ不必要な 経費を省き、 学 

会からの補助金と 参加費だけで 賄 30 が よ い」という考えの 持ち主ですので、 今回はお金 

集めにあ まり 力 を注ぐことをせず、 かくて、 集まった賛助金は 5 万円、 広告料 20 万円、 展 

示料 25 万円で例年の 半分以下でした。 今年は当日参加賀を 7000 円に上げました。 たぶんず 

いぶん高いと 思われた方も 多いと思いますが、 おかげさまで 昨年とほぼ同じ 学会からの補 

助金で大会を 運営することができました。 余剰金が 25 万円山ましたが、 このお金を来年の 

大会に使ってもらえる よ うにお願いしているところです。 

④ベストオーラル 発表賀・ベストポスタ 一発表賞を設けました。 やろうと決めたのは 大 

会準備段階のかなり 後のほうで、 今回は参加者全員に 審査を願 う ことにしました ( 今後も 

続けるようなことがあ れば、 審査方法も考えた 方がいいのかも 知れません ) 。 心配はほと 

んど投票がないのではないかということと、 組織票が集まるのではないかということでし 

た 。 前者は予想どおりになりましたが、 後者は無く、 会員の良識を 感謝しております。 両 
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賞 とも 1 位だけは投票数がダントッでした。 前者はホヤの 分裂装置、 後者は ヒ メイトミミ 

ズの再生に関する 発表で、 圧倒的に遺伝子関連の 発表が多い中でこの 2 つが受賞したこは、 

学会の健全さを 示すようにも 思えました。 

⑤最後に若い 会員に苦言を 一言。 事務局の話では 毎年着実に若い 会員が急増していると 

いうことです。 実際参加者の 顔ぶれには若者が 目立ちました。 ところで、 学会に加入する 

ということは、 その学会で決められた 一定のルールに 基づいて活動することです。 大学院 

生だからといって 会費が安い以外は 特別なルールはあ りません。 末人会で講演を 申し込ん 

だら、 すみやかに入会の 手続きを行うべきです。 また、 たまには総会に 出席し、 日本発生 

生物学会がどのような 活動を行い、 どのような方向に 向かおうとしているか、 一緒に考え 

るべきでしょう。 

⑥いずれにしても 今回も活気のあ る発生生物学会大会を 持続することができ、 参加者の 

皆甘王に褥謹忌 諸士しております。 

第 大 

大会運営関係経費 

1 . 収入の部 

大会参加費 3,756,000  円 

( 内訳 )  期日内申込み ( 学生 5,00O 円 X  152 人、 一般 6,00O 円 X  238 人 ) 

Z,t88,000  円 

当日申込み (7.000 円 X  224 人 ) 1,568,000  円 

学会本部からの 大会補助 300,000  円 

講演要旨 集 印刷費補助 800,000  円 

講演要旨 集 発送 費 445,870  円 

講演要旨実売り 上げ ( 送料込み ) 29,778  円 

広告・展示 W, 、 賛助金 500,000  円 

預金利息、 428  円 

収入合計 5,832.076  円 

貸
費
 

別
送
 

巨
ヌ
 

口
先
 

集
集
 

日
日
ヒ
 
日
 

部
要
要
 

の
演
演
 

出
講
 讃
 

支
 

2
 

1,009,400  円 

448,250  円 
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会場設営経費 

( 内訳 ) 会場使用料 
設備使用料等 

ポスターボード 

大会準備・運営経費 

( 内訳 ) 運営委員会・ 編集委員会経費 

人件費 

弁当経費 

休憩室茶菓子等 

郵便料・通信費 

名札・ポインター 用 電池等 

雑費 ( コピー・交通費 他 ) 
ベストオーラル 発表賀・ベストポスタ 一発表賀賞金 

懇親会補助 

残金 ( 学会本部へ退去 り 

1,770,739  円 

550,400  円 

750,339  円 

470,000  円 

2,028,703  円 

72,850  円 

1,341,400 円 

81,855  円 

78,666  円 

26,720  円 

174,081  円 

253,131  円 

122,000  円 

202,984  円 

250,000  円 

支出合計 

1 . 収入の部 

懇親会参加費 

広告・展示 M, からの補助 

5,832,076  円 
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運 録 

平成 8 年 5 月 22 日 京都会館第 1 会議室にて 

出席者 岡田 益吉 ( 会長 ) 、 嶋田 拓 、 佐藤 雑行 ( 運営委員兼大会委員長 ) 、 

白井 浩子、 東中川 l 徹 ( 運営委員兼選挙管理委員会委員長 ) 、 

八杉 貞雄、 近藤 芳人、 藤沢 蟹、 黒岩 尾、 固 まりな、 竹山 雅俊、 

浅 島 誠 ( 幹事長 ) 、 松田 良一 ( 庶務幹事 ) 、 

長漬 嘉章 ( 前幹事長、 オブザーバ一 ) 、 

高橋美保子 ( 次期大会委員長代理、 オブザーバ一 ) 

畏 ) 

今回はポスタ 一発表 134 題、 口頭発表 148 題であ った。 そのため口演時間を 12 分間に短縮 

した。 総会を大会 30 日の最終コマに 移した。 懇親会 は ついては、 急速設定し行 う ことにし 

た 。 ただし 250 名しか収容できないので 了承して欲しい。 今回、 新たに べ ストポスタ一発 

表賀とべストオーラル 発表賀 ( 対象は学生とポストドクタ 一に限る ) を設け、 その授賞式 

を 総会で行い、 賞金を出すなど、 大会と総会活性化につながる 新機軸をたてた。 当日参加 

費を高くして、 予約参加者数を 増やし、 当日参加者数を 減らす方策をとった。 

日本学術会議に 発生生物学会の 団体登録を行った。 

各種団体の研究助成についてはサーキュラー 第 83 号を参照して 欲しい。 

DGD の発行は順調であ る。 会員からの良質な 論文の投稿を 期待している。 

会員名簿作成について 

本年実施の選挙に 際し、 新しい会員名簿の 作成作業を開始している。 名簿を会員にとっ 

て利用価値が 高いものにするべく Fax 番号と E-malladdress を入れることを 検討している。 



( 松田庶務 幹轟 ) 

西駕 会計監査員 ( 都立大 ) の監査報告と 平成 7 年度決算、 平成 8 年度予算案について。 

掻 l 

I SnR 会員の MOD 購読について、 societymember となる本学会会員にも 、 会員として 

の利点を考慮してくれるよう 申し入れる。 

のための調査に 

学協会著作権 協議会分配検討小委員会 よ り複写使用料分配のための 調査があ り資料を提 

ぱ ，した。 

平成 9 年度の文部省科研 費 発生生物学関係の 1 段および 2 段審査員の選挙が 行われた。 

今年行われる 会長及び運営委員選挙の 予定日程が述べられ、 了承された。 選挙要領と投 

票用紙の送付は 本年 7 月中、 投票締め切り 日は 8 月末日とする。 

平成 7 年度決算および 8 年度予算案が 審議の後、 選挙関係経費の 増額が提案され、 予算 

案の修正が行われ 承認された。 

サーキュラー 広告費の増額が 提案され、 事務局に一任することで 合意した。 

化について ( 松圏 

事務局の円滑な 運営をはかるため、 アルバイトを 雇うなど事務経費を 増やしたい旨提案 

があ り、 検討の後、 当事者の負担軽減のため、 予備費の一部を 編集経費と事務経費に 充て 

ることが承認された。 

予備費の使途について 議論され、 DGD のカラ一印刷 代 の一部学会負担、 編集経費や事 

務局経費、 大会運営経費の 補助などにその 一部を充てる 方向で合意された。 しかしながら、 

これらについては 今後の予算状況を 見ながら随時検討を 行うとした。 

平成 9 年 5 月 27 日 ( 火 ) 一 5 月 29 日 ( 木 ) に筑波大学の 大学会館において 第 30 回大会を 



行う予定。 抄録の体裁、 シンポジウム、 懇親会等について 検討中であ ることが報告され 了 

承された。 岡田会長より 特に植物関係の 発生学について 配慮して欲しい 旨の意見が述べら 

れた。 

ほ ついて ( 岡田 

過去 10 年分の大会開催地を 検討し、 熊本大学に御願いしたい 旨提案があ り、 安部氏はじ 

め 熊本大学関係者の 承諾を得て承認、 された。 なお、 この熊本大会で、 会則に基づき [m0 年 

目の反省 ] を行う機会を 持っことが確認、 された。 

片桐千明会員より 要請があ った [ 卵と胚外 被の分子生物学と 細胞生物学 ] 国際シンポジ 

ゥム ( 平成 9 年 10 月 12 日 一 17 日札幌で開催 ) に対する後援が 審議され承認された。 

切りについて ( 東 

加藤淑補記俳賞打ち 切りの経緯および 同賞への本学会の 援助に対する 謝辞が述べられ 

/, し 。 

幹事長。 鼠 編鐘 重幹 ) 

本学会初代および 第 3 代会長を務められた 回 腸 磨 先生の訃報に 際し、 nGn に追悼 文 

を 掲示すること、 葬儀に本学会から 花輪を送ることが 提案され承認された。 また、 本大会 

最終日のシンポジウム 4 ( 責任者 浅島 ) の前の 30 分間を使って [ 国 隣 磨 先生 追悼の 

集い ] を行う 旨 提案があ り、 承認ほれた。 

以 上 

第 録 
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